
KANAGAWA

第17号　　　平成19年 3月30日

戦
国
大
名
仮
名
書
の
手
紙

-

北
条
氏
康
書
状-

（
北
条
家
朱
印
状　

北
条
家
の
公
式
文
書
）

　

戦
国
時
代
の
覇
者
北
条
氏
康
が
、
受
け
取

る
相
手
が
女
性
で
あ
っ
た
た
め
、
仮
名
で
書

い
た
手
紙
で
す
。
実
名
の
上
一
字
（
氏
）
を

仮
名
で
書
く
室
町
時
代
武
家
書
状
の
作
法
に

従
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

本
文
中
の
「
討
ち
死
に
」
と
は
、
こ
の
年

北
条
氏
と
武
田
信
玄
と
が
戦
っ
た
三
増
（
神

奈
川
県
愛
川
町
）
合
戦
で
の
出
来
事
で
す
。

永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
前
氏
古
文
書
（
当
館
所
蔵
）
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展
示
を
終
え
て

絵
図
に
み
る
か
な
が
わ

開
催
期
間　

平
成
十
九
年
一
月
二
四
日
～
三
月
十
一
日

　

今
回
の
企
画
展
示
「
絵
図
に
み
る
か
な

が
わ
」
で
は
、
県
内
に
残
る
江
戸
時
代
の

絵
図
（
絵
を
主
体
と
し
た
地
図
）
な
ど
か

ら
、
当
時
の
ひ
と
び
と
の
す
が
た
を
再
現

し
て
み
ま
し
た
。

　

 

「
第
二
章　

村
の
よ
う
す
」
で
は
、
県

内
の
家
々
に
代
々
伝
え
ら
れ
て
き
た
「
村

絵
図
」
を
集
め
て
み
ま
し
た
。
道
は
朱
、

川
や
水
路
は
青
、
田
畑
は
黄
色
と
い
っ
た

一
応
の
き
ま
り
は
あ
り
ま
す
が
、
一
枚
一

枚
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
図
に
村
の
特
色
が
あ
ま

す
と
こ
ろ
な
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

 

「
第
四
章　

絵
図
い
ろ
い
ろ
」
で
は
、

関
所
の
抜
道
改
所
の
絵
図
や
神
社
の
社
殿

図
、
「
土
橋
」
「
瀧
」
「
御
林
」
「
家
相
図
」

な
ど
地
図
以
外
の
も
の
を
紹
介
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
「
江
戸
末
期
世
界
地
図
」
（
木

版
画
）
は
そ
の
当
時
の
世
界
観
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
す
。
こ
の
地

図
の
作
者
栗
原
信
晁
は
、
画
技
が
巧
み
で

父
信
光
（
江
戸
幕
府
の
奥
右
筆
（
武
家
の

書
記
役
）
を
勤
め
る
）
の
著
書
に
詳
細
な

挿
絵
を
数
多
く
残
し
て
い
ま
す
。

牧野村絵図／神原家文書（寄託）

江戸末期世界地図／小塩家文書

ミ
ニ
展
示
を
終
え
て

周

布

公

平

の

書

簡

開
催
期
間　

平
成
十
九
年
一
月
十
日
～
二
月
二
八
日

　

平
成
一
八
年
度
五
回
目
の
ミ
ニ
展
示
で

は
、
明
治
後
期
に
神
奈
川
県
知
事
と
し
て

活
躍
し
た
周
布
公
平
の
書
簡
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

周
布
は
江
戸
時
代
末
期
に
山
口
藩
家
老

の
周
布
政
之
助
の
次
男
と
し
て
長
門
国

（
現
在
の
山
口
県
）
に
生
ま
れ
ま
す
。
明

治
維
新
後
は
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、
そ
の

後
明
治
政
府
の
法
制
部
長
に
就
任
す
る
な

ど
一
貫
し
て
法
律
畑
を
歩
み
続
け
ま
す
。

　

明
治
二
四
年
兵
庫
県
知
事
に
就
任
し
、

そ
の
後
明
治
三
三
年
か
ら
神
奈
川
県
知
事

を
一
二
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
つ
と
め

ま
す
。
そ
の
間
に
、
県
庁
舎
の
新
築
や
、

県
立
農
業
学
校
な
ど
各
種
学
校
の
開
設
に

尽
力
し
ま
す
。

　

明
治
四
五
年
に
知
事
を
退
官
、
枢
密
顧

問
官
に
就
任
し
ま
す
が
、
翌
年
辞
職
し
ま

す
。
そ
の
後
父
政
之
助
の
事
績
を
顕
彰
す

る
た
め
に
『
周
布
政
之
助
伝
』
の
取
り
ま

と
め
に
着
手
し
ま
す
が
、
大
正
十
年
病
死

し
ま
し
た
。

　

本
書
簡
は
宛
先
人
で
あ
る
高
島
（
嶋
）

鞆
之
助
が
第
二
次
伊
藤
博
文
内
閣
の
拓
殖

務
相
と
、
次
の
第
二
次
松
方
正
義
内
閣
の

陸
軍
大
臣
を
務
め
て
い
た
明
治
二
九
～
三

一
年
頃
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
高
島
は
薩
摩
藩
（
現
鹿
児
島
県
）
の

出
身
で
、
台
湾
総
督
、
陸
軍
大
臣
な
ど
を

歴
任
し
ま
す
。

　

書
簡
の
中
で
周
布
は
、
自
分
が
知
事
を

務
め
て
い
た
兵
庫
県
か
ら
出
京
す
る
の
で
、

今
夜
お
会
い
し
て
色
々
と
話
し
合
い
た
い

と
記
し
て
い
ま
す
。
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ミ
ニ
展
示
を
終
え
て

神
奈
川
県
特
高
関
係
資
料

開
催
期
間　

平
成
十
八
年
十
一
月
十
一
日
～
十
二
月
二
四
日

　

平
成
十
八
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
十
二

月
二
四
日
ま
で
、
ミ
ニ
展
示
「
神
奈
川
県

特
高
関
係
資
料
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当

館
所
蔵
の
戦
前
期
神
奈
川
県
特
高
警
察

（
当
時
は
神
奈
川
県
警
察
部
特
別
高
等
課
、

通
称
「
特
高
」
）
関
係
資
料
の
紹
介
が
目

的
で
し
た
。

　

特
高
警
察
は
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）

の
大
逆
事
件
を
契
機
に
組
織
さ
れ
、
社
会

主
義
者
・
共
産
主
義
者
へ
の
思
想
弾
圧
や
、

労
働
運
動
等
へ
の
取
締
り
を
行
な
っ
て
い

ま
し
た
。
神
奈
川
県
で
は
大
正
十
二
年

（
一
九
二
三
）
に
設
置
さ
れ
、
苛
烈
な
拷

問
や
冤
罪
事
件
（
横
浜
事
件
）
等
が
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ミ
ニ
展
示
で
は
、 

① 

「
思
想
取

締
」
、 

② 

「
軍
部
へ
の
監
視
」
と
い
う
二

つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
二
回
の
展
示
替

え
を
行
い
ま
し
た
。

　

① 

「
思
想
取
締
」
で
は
、
無
政
府
共
産

主
義
の
団
体
で
あ
る
「
農
村
青
年
社
」
へ

の
取
締
り
や
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
科
学

同
盟
へ
の
監
視
に
関
す
る
文
書
を
展
示
し

ま
し
た
。
な
か
で
も
「
農
村
青
年
社
」
取

締
り
に
関
す
る
文
書
は
、
特
高
警
察
に
よ

る
一
斉
検
挙
の
具
体
的
な
指
示
内
容
を
示

す
貴
重
な
文
書
で
す
。

　

② 

「
軍
部
へ
の
監
視
」
で
は
、
尾
崎
行

雄
と
陸
軍
将
校
と
の
対
話
記
録
や
、
軍
部

対
立
へ
の
諜
報
活
動
を
示
す
文
書
を
紹
介

し
ま
し
た
。
一
九
三
〇
年
代
半
ば
に
は
共

産
党
の
活
動
も
壊
滅
し
、
特
高
の
取
締
り

対
象
は
、
過
激
化
す
る
軍
部
や
右
翼
団
体

へ
と
変
化
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
ミ
ニ
展
示
を
通
じ
て
、
当
館
が

所
蔵
し
て
い
る
戦
前
期
の
公
・
私
文
書
を

紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。

秘密結社「農村青年社」ノ検挙取締ニ関スル件

所

蔵

資

料

紹

介

 

「
明
治
二
二
年　

町
村
制
施
行

順
序
」 

（
請
求
記
号
Ｂ
Ｈ
六―

一
七
六
）

　

現
在
の
日
本
に
あ
る
市
や
町
や
村
な
ど

の
地
方
制
度
は
、
昭
和
二
二
年
（
一
九
四

七
）
に
施
行
さ
れ
た
地
方
自
治
法
に
基
づ

く
も
の
で
す
が
、
そ
れ
以
前
の
日
本
の
市

町
村
制
度
は
市
制
・
町
村
制
と
い
う
法
律

で
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
政
府
は
明
治
維
新
の
後
、

地
方
に
お
け
る
江
戸
幕
府
の
影
響

を
払
拭
し
そ
れ
に
代
わ
る
制
度
を

創
設
す
る
た
め
に
、
幾
度
か
新
し

い
地
方
制
度
を
試
み
ま
し
た
。
市

制
・
町
村
制
は
そ
う
し
た
試
み
の

ひ
と
つ
で
あ
り
、
明
治
二
一
年

（
一
八
八
八
）
四
月
に
公
布
さ
れ

翌
年
施
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今

日
の
地
方
制
度
と
は
大
き
く
異
な

り
、
市
制
・
町
村
制
は
内
務
大
臣

や
府
県
知
事
の
監
督
権
が
強
調
さ

れ
、
市
町
村
の
自
治
権
は
強
く
制

限
さ
れ
ま
し
た
。
施
行
後
、
何
度

か
の
部
分
的
な
改
正
は
あ
り
ま
し

た
が
、
基
本
的
な
方
向
は
変
わ
る

こ
と
な
く
、
昭
和
二
二
年
の
地
方

自
治
法
施
行
ま
で
存
続
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
紹
介
す
る
「
明
治
二
二
年
町
村
制

施
行
順
序
」
は
、
高
座
郡
役
所
で
保
管
さ

れ
て
い
た
も
の
が
、
県
内
務
部
そ
し
て
文

書
課
を
経
由
し
て
、
平
成
五
年
（
一
九
九

三
）
に
公
文
書
館
に
引
き
取
ら
れ
た
も
の

で
す
。
表
題
に
い
う
「
順
序
」
と
は
手
順

く
ら
い
の
意
味
で
、
今
風
に
言
え
ば
事
務

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
こ
と
で
す
。

表

紙

一
ペ
ー
ジ
目
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平
成
十
九
年
度
行
事
の
ご
案
内

 電車の場合　相鉄線｢二俣川駅｣ （横浜駅から急行で11分）下車／徒歩17分又は

交通の案内 相鉄バス｢運転試験場循環｣行きで「運転試験場」下車徒歩 3分

 車 の 場 合 「保土ヶ谷バイパス」本村インターから 6分

館
利
用
の
ご
案
内

 

（
利
用
時
間
）

閲
覧
室
→
午
前
九
時
～
午
後
五
時

会
議
室
→
午
前
九
時
～
午
後
九
時

 

（
利
用
方
法
）

閲
覧
室
→
開
架
さ
れ
て
い
る
資
料
は
自
由

に
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
書
庫
内
の
資

料
は
受
付
に
請
求
し
て
下
さ
い
。

会
議
室
→
ど
な
た
で
も
自
由
に
申
込
み
で

き
ま
す
。

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
だ
よ
り(

第
十
七
号
）

平
成
十
九
年
三
月
三
〇
日
発
行

　

編
集
発
行　

神
奈
川
県
立
公
文
書
館

　

〒
二
四
一―

〇
八
一
五

　

横
浜
市
旭
区
中
尾
一―

六―

一

　

電
話　

〇
四
五
（
三
六
四
）
四
四
五
六

古紙配合率100％再生紙を使用しています

展
示
の
ご
案
内

★
通
常
展
示

 

・ 

「
資
料
に
み
る
神
奈
川
の
歴
史
」

　

 

〈
昭
和
史
コ
ー
ナ
ー
設
置
〉

　

四
月
二
八
日　

～
八
月
三
一
日

★
企
画
展
示

 

・ 

「
か
な
が
わ
の
福
祉
」

　

九
月
二
七
日　

～
一
一
月
二
五
日

 

・ 

「
か
な
が
わ
の
道
」

　

一
月
二
四
日　

～
三
月
九
日

★
ミ
ニ
展
示

 

・ 

「
徳
川
慶
喜
の
書
簡
」

　

五
月
一
〇
日　

～
六
月
三
〇
日

 

・ 

「
二
俣
川
村
」
の
誕
生

　

七
月
一
三
日　

～
八
月
三
一
日

 

・ 

「
三
条
実
美
の
書
簡
」

　

九
月
一
三
日　

～
一
〇
月
三
一
日

 

・ 

「
横
浜
市
の
集
団
学
童
疎
開
」

　

一
一
月
九
日　

～
一
二
月
二
五
日

 

・ 

「
岩
倉
具
視
の
書
簡
」

　

一
月
一
〇
日　

～
二
月
二
九
日

 

・ 

「
占
領
期
の
学
校
」

　

三
月
七
日　

～
三
月
三
〇
日

★
常
設
展
示

　

四
月
一
七
日　

～
三
月
三
〇
日

 

・ 

「
神
社
明
細
帳
の
世
界
」

 

・ 

「
国
鉄
鶴
見
事
故
」

 

・ 

「
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
の
書
簡
」

 

・ 

「
井
伊
直
弼
の
書
簡
」

 

・ 

「
周
布
公
平
の
書
簡
」

講
座
の
ご
案
内

 

・
古
文
書
解
読
中
級
講
座
（
定
員
一
四
〇
名
）

　

五
月
二
〇
日　

～
六
月
一
七
日　

の
各

　

日
曜
日
（
全
五
回
）

 

・
古
文
書
解
読
上
級
講
座
（
定
員
一
四
〇
名
）

　

一
〇
月
一
四
日　

～
一
〇
月
二
八
日

　

の
各
日
曜
日
（
全
三
回
） 

 
・
古
文
書
解
読
入
門
一
日
講
座
（
定
員
五
〇
名
）

　

一
二
月
二
日　

 

（
予
定
）

 

・
古
文
書
解
読
入
門
講
座
（
定
員
一
四
〇
名
）

　

二
月
三
日　

～
三
月
九
日　

の
各
日
曜

　

日
（
全
六
回
）

★
講
演
会

 

・
昭
和
の
日
記
念
講
演
会
（
定
員
一
四
〇
名
）

　

四
月
二
八
日　
　
　

時
～　

時

所

蔵

資

料

紹

介

●
古
文
書
資
料

相
模
国
愛
甲
郡
半
縄
村
検
地
水
帳

　
　
　

（
購
入
資
料　

中
村
家
文
書
）

　

元
禄
一
三
年
（
一
七
〇
〇
）
、
半
縄
村

（
現
在
、
愛
川
町
中
津
）
の
検
地
を
実
施

し
た
際
に
作
成
さ
れ
た
文
書
で
、
当
時
の

原
本
で
す
。
現
在
の
土
地
台
帳
に
当
た
り

ま
す
。

　

元
禄
の
検
地
は
、
近
世
初
期
以
降
の
生

産
力
発
展
や
新
開
発
地
の
増
加
を
把
握
し

よ
う
と
、
幕
府
や
大
名
が
行
な
っ
た
も
の

で
し
た
。
同
時
期
、
幕
府
は
知
行
地
の
再

編
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
地
方
直
し
」
も

実
施
し
ま
す
が
、
当
村
が
関
宿
藩
領
と
な

る
の
も
こ
の
頃
で
す
。

　

半
縄
村
は
そ
れ
ま
で
隣
接
す
る
熊
坂
村

の
一
部
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
年
の
検
地
に
よ
り
熊
坂
村
よ
り

分
立
し
ま
し
た
。
『
新
編
相
模
国
風
土
記

稿
』
に
「
元
禄
十
三
年
熊
坂
村
よ
り
分
村

す
」
と
あ
り
ま
す
が
、
本
資
料
の
表
題
が

ま
さ
に
そ
の
事
実
を
明
示
し
て
い
ま
す
。

　

中
村
家
文
書
は
平
成
一
七
年
度
に
購
入

し
た
資
料
で
全
八
三
点
、
江
戸
か
ら
明
治

に
か
け
て
の
文
書
で
、
内
五
〇
点
は
江
戸

と
在
地
と
の
交
流
を
示
す
女
性
の
書
簡
で

す
。

　

明
治
期
の
主
な
資
料
で
は
、
『
相
模
国

愛
甲
郡
下
川
入
村
一
村
限
切
図
』
が
あ
り

ま
す
。
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
に
発

行
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
の
住
宅
明
細
地

図
に
当
た
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
明
治
七

年
の
地
租
改
正
の
際
に
作
成
さ
れ
た
下
川

入
村
（
現
在
、
厚
木
市
下
川
入
）
の
地
引

絵
図
は
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

当
時
の
地
勢
を
知
る
唯
一
の
資
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
の
防
災
組
織

で
あ
る
愛
甲
郡
中
津
村
二
井
消
防
組
関
係

資
料
が
あ
り
ま
す
。
「
愛
甲
郡
中
津
村
二

井
消
防
組
規
約
」
は
、
明
治
二
〇
年
三
月

神
奈
川
県
令
一
七
号
消
防
組
設
置
手
続
に

基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
規
約
で
、
構
成
員

の
規
定
や
運
営
に
つ
い
て
記
さ
れ
、
当
時

の
消
防
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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（日）

（日）

（日）
（日）

（日）

（日）

（日）（土） （火）
（金）

（金）

（木） （金）

（火）

（木）

（水）
（金）

（金） （木）

（土）
（日）

（日）

10

12

（土）

（金）

（木）（木）

（日）

（日）




